
小数の意味や大きさを理解させる授業展開を工夫する 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 校内研修の手引き 

○小数で表すことが必要とされるのは，測定と関連している場合が多いです。端数部分

の量の表現と関連させながら導入すると分かりやすいです。 

○小数は，整数の十進位取り記数法の考えを１より小さい数に拡張して用いるところに

特徴があります。１を 10 等分して 0.1 をつくり，その単位のいくつ分かで大きさを

表すことを理解させましょう。 

○小数の仕組みや数の相対的な大きさに着目して考えられるように，具体物を用いた

り，言葉，数，図，数直線，式を用いたりして，繰り返し説明する機会を設けましょ

う。 

 

１dLは 0.1Lと表

せます。３L５dLは

小数を使うと，どの

ように表せますか。 

3.5 L です。１L ますと 0.1dL ますを使ってはかる

と，１L ます３杯と 0.1dLます５杯になります。 

どのますを使うかによって違うと思います。

0.1dL ますを使うと 35 杯になります。いくつもの

表し方ができます。 

授業改善のポイント 第３学年 算数 

◇小  数：＜問題作成の意図＞ 

３学年では，端数部分の大きさを表すのに小数を用いることを理解し，それらを適切

に用いることを学習します。また，小数の加法及び減法の計算では，小数の大きさを理

解した上で，整数と同じように計算できることを説明することが重要となります。   

この問題は，小数において数の仕組みを理解し，位をそろえて計算する意味を筋道立

てて説明することができるかどうかをみるために作成しました。 

 



誤答を提示し，思考を深めさせる 

 

末尾の位がそろわない計算の意味を理解させる 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シャボン玉液 3.5Lと水６Lを合わせると，どのくらいの量になりますか。

５Lのバケツと 10Lのバケツのどちらを使ったらいいかな？ 

３と６を足すと９になるのに，答えが 4.1 なのはおかしいです。 

６はここではありません。数字の３の下に書きます。 

位をそろえて計算するからです。３と６

は一の位，５は小数第一位の数です。小数

を含んだ計算も位をそろえれば，整数と同

じように計算できます。 

○筆算の意味を理解したかどうかは，誤答を提示することでも確かめることができま

す。子どもたちの安定した思考に揺さぶりをかけることで，筆算の構造に目を向けさ

せましょう。 

○筆算の手順を暗記させるだけではなく，その意味について考えさせましょう。各位の

単位をそろえて計算すると整数部分どうし，小数部分どうしで計算することができま

す。その際には位の大きさに着目して考えさせましょう。 

〇誤答の理由を説明する中で，位など算数用語を用いて説明させることが大切です。 

○末尾の位がそろわない計算に誤答する傾向がみられます。位をそろえて計算することを
意識させましょう。 

〇数の相対的な大きさに着目して，求めようとしている量がおよそいくつになるか，数の
見積もりができることがポイントです。 

〇整数部分と小数部分に着目させ，具体物や図を用いたりして，およそいくつになるかを
言葉で説明させましょう。 

3.5 Lは３L と 0.5dL を合わせた量です。整数部分だけで考えると３Ｌと

６Lを合わせて９Ｌになります。なので，10Lのバケツを使えばいいと思い

ます。 

3 ．5
＋ 6

4 ．1

６は，なぜ３の下に書

かなくてはいけないの

ですか。 

合わせるということはたし算です。位ごとに計算することがポイントだ

ったな。整数部分だけを合わせてみると，どちらのバケツを使ったらいい

か分かるかな？ 


